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中
国
詩
詩
語
「
枕
」（
枕
を
そ
ば
だ
つ
）
用
法
変
遷
論
宋
詩
篇
中
山
大
輔
一
は
じ
め
に
日
高
睡
足
猶
慵
起
日
高
く
睡ねむ
り
足
り
て
猶
ほ
起
く
る
に
慵ものうし
小
閤
重
衾
不
寒
小せう
閤かふ
衾きん
を
重
ね
て
寒
を
おそ
れ
ず
遺
愛
寺
鐘
枕
遺
愛
寺
の
鐘
は
枕
を
て
て
聴
き
香
爐
峯
雪
撥
簾
看
香
炉
峯
の
雪
は
簾
を
撥かか
げ
て
看
る
匡
廬
便
是
逃
名
地
匡きや
廬うろ
は
便
ち
是
れ
名
を
逃
る
る
地
司
馬
仍
為
送
老
官
司
馬
は
仍な
ほ
老
を
送
る
の
官
為た
り
心
泰
身
寧
是
處
心
泰ゆた
か
に
身
寧やす
き
は
是
れ
帰
処
な
り
故
可
獨
在
長
安
故
郷
可あ
に
独
り
長
安
に
在
る
の
み
な
ら
ん
や
（『
新
釈
漢
文
大
系
白
氏
文
集
（
三
）』
参
照
）
右
の
詩
は
白
居
易
の
「
香
爐
峯
下
、
新
卜
山
居
、
草
堂
初
成
。
偶
題
東
壁
重
題
其
三
」、
所
謂
〞
遺
愛
寺
の
鐘
の
詩
〝
で
あ
る
。
殊
に
頷
聯
「
遺
愛
寺
鐘
枕
、
香
爐
峯
雪
撥
簾
看
」
の
箇
所
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
も
採
ら
れ
、
我
が
国
で
も
平
安
時
代
以
降
広
く
愛
詠
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、「
香
炉
峯
の
雪
い
か
な
ら
む
」
と
の
中
宮
定
子
の
問
い
に
、
御
簾
を
上
げ
て
答
え
た
と
い
う
清
少
納
言
の
逸
話
の
典
拠
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。し
か
し
そ
れ
だ
け
人
口
に
膾
炙
し
た
詩
句
で
あ
り
な
が
ら
、
傍
線
部
の
「
枕
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
は
、
近
年
ま
で
ど
う
い
っ
た
動
作
・
体
勢
を
指
す
の
か
「
定
説
が
な
い
」
と
さ
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
別
稿
「
唐
詩
詩
語
「
枕
」
の
漢
文
訓
読
語
と
し
て
の
「
枕
を
そ
ば
だ
て
て
（
聞
く
）」（
側
臥
）」（
平
成
二
十
五
安
部
・
中
山
以
下
前
稿
と
略
記
す
る
）
に
て
「
枕
」
の
意
味
や
訓
読
な
ど
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。
本
研
究
は
そ
の
続
篇
と
し
て
、
中
国
詩
詩
語
「
枕
」（
和
訓
「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」）
の
宋
詩
に
お
け
る
用
法
を
調
査
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
「
枕
」
の
持
つ
「
横
に
な
り
な
が
ら
音
や
物
を
見
る
、
聞
く
」「
の
ん
び
り
と
寝
そ
べ
る
」
な
ど
の
細
か
な
情
景
描
写
の
用
い
ら
れ
方
や
、
宋
代
の
詩
に
特
徴
的
な
「
枕
」
の
用
法
に
注
目
し
精
査
し
て
い
き
た
い
。
二
詩
語
「
枕
」
概
略
ま
ず
本
題
に
入
る
前
に
、
簡
単
に
詩
語
「
枕
」
の
概
略
に
つ
い
て
確
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認
し
て
お
く
。
詳
細
に
つ
い
て
は
前
稿
を
参
照
し
て
頂
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。
枕
」
は
中
唐
期
（
八
世
紀
中
頃
）
か
ら
中
国
に
お
い
て
使
わ
れ
始
め
た
詩
語
（
特
に
韻
文
で
用
い
ら
れ
る
語
）
の
一
つ
で
あ
る
。
日
本
に
は
平
安
期
に
伝
わ
り
、
そ
の
ご
く
初
期
の
段
階
か
ら
「
枕
をそばだつ
」
と
訓
じ
ら
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
（
前
稿
｜
五
）。
枕
（
枕
を
そ
ば
だ
つ
）」
の
意
味
と
し
て
は
、
横
に
臥
し
な
が
ら
、
眠
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
身
体
を
左
右
に
向
け
る
（
傾
け
る
）
な
ど
し
て
い
る
様
子
を
表
す
（
前
稿
｜
三
）。
例
え
ば
先
述
の
〞
遺
愛
寺
の
鐘
の
詩
〝
の
「
遺
愛
寺
鐘
枕
」
で
あ
れ
ば
、「
遺
愛
寺
の
鐘
の
音
を
横
向
き
に
臥
し
な
が
ら
聴
く
」
意
味
に
な
る
。
つ
ま
り
、「
枕
（
枕
を
そ
ば
だ
つ
）」
の
「
枕
」
は
実
際
の
寝
具
と
し
て
の
枕
を
意
味
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
横
に
な
っ
て
い
る
時
の
身
体
を
表
す
換
喩
（
メ
ト
ニ
ミ
ー
）
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
（
前
稿
｜
六
（
一
））、
語
と
し
て
は
「
身﹅
体﹅
を﹅
て
る
（
傾
け
る
）」
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
「
枕
」
に
は
〞
遺
愛
寺
の
鐘
の
詩
〝
の
用
例
の
よ
う
に
「
横
に
な
っ
て
物﹅
音﹅
を﹅
聞﹅
く﹅
」
情
景
の
他
に
も
、
音
を
聞
い
た
り
せ
ず
単
に
「
の
ん
び
り
寝
そ
べ
る
」
情
景
、
又
は
寂
し
さ
な
ど
で
「
転
反
側
す
る
」
情
景
で
詠
ま
れ
る
用
法
も
あ
る
（
前
稿
｜
三
（
四
））。
こ
う
し
た
情
景
的
用
法
に
つ
い
て
は
今
回
の
調
査
の
課
題
で
も
あ
る
の
で
後
で
詳
述
す
る
。
な
お
、「
枕
」
の
「
」
に
つ
い
て
は
他
に
旁
の
違
い
で
「
」
「
」
の
用
例
が
あ
る
が
、
語
と
し
て
の
意
味
の
相
違
は
、
あ
る
と
し
て
も
本
稿
で
の
論
点
に
と
っ
て
は
微
小
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
前
稿
｜
二
）
た
め
、
以
下
便
宜
上
統
一
し
て
「
枕
」
と
表
記
す
る
。
但
し
詩
本
文
の
用
例
や
他
書
の
引
用
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
原
文
の
字
体
に
従
う
。
ち
な
み
に
『
宋
詩
』
検
索
で
は
字
体
ご
と
に
異
な
っ
た
検
索
結
果
が
示
さ
れ
る
た
め
、
別
の
用
例
と
し
て
扱
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
三
調
査
方
法
・
凡
例
宋
代
（
西
暦
九
六
〇
〜
一
二
七
九
年
）
の
詩
を
ほ
ぼ
全
て
網
羅
し
て
い
る
詩
文
検
索
サ
イ
ト
『
宋
詩
』
か
ら
「
（
・
）
枕
」
の
用
例
を
集
め
、
一
例
ず
つ
解
釈
を
行
っ
て
用
法
の
史
的
変
遷
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
但
し
同
じ
宋
代
に
お
い
て
は
詩
で
は
な
く
む
し
ろ
※詞﹅
が
流
行
し
て
お
り
、
「
枕
」
の
用
例
数
も
詞﹅
の
方
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
は
紙
幅
の
都
合
上
宋
代
の
詩
の
分
野
に
範
囲
を
絞
っ
た
。
詞﹅
に
お
け
る
用
例
に
つ
い
て
は
機
会
を
改
め
て
取
り
上
げ
た
い
。
掲
出
し
た
詩
文
に
つ
い
て
は
『
宋
詩
』
に
拠
り
、
旧
字
体
等
も
原
文
の
ま
ま
表
記
し
た
。
但
し
、
訓
読
文
に
お
い
て
は
読
み
易
さ
の
た
め
旧
字
体
等
は
新
字
体
・
通
用
字
体
に
改
め
た
。
長
編
の
詩
で
は
必
要
箇
所
の
み
訓
み
下
し
た
が
、
参
考
ま
で
に
全
編
を
白
文
で
載
せ
た
。
ま
た
特
に
記
載
の
無
い
限
り
、
訓
み
下
し
は
筆
者
が
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
訓
み
下
し
そ
の
も
の
は
詩
意
の
把
握
の
参
考
に
留
ま
る
が
、
誤
り
が
あ
れ
ば
ご
教
授
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
注
）
詞
…
中
唐
の
頃
に
起
こ
り
、
宋
代
に
盛
ん
に
な
っ
た
韻
文
の
一
形
態
。
当
時
の
歌
謡
曲
の
歌
詞
の
意
。
一
句
一
句
の
長
さ
が
ま
ち
ま
ち
な
の
で
長
短
句
と
も
呼
ば
れ
る
。
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四
用
例
と
情
景
的
用
法
宋
詩
篇
一
）「
枕
」
の
情
景
実
際
に
用
例
を
見
て
い
く
前
に
、「
枕
」
が
用
い
ら
れ
る
情
景
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。「
枕
」
の
情
景
的
意
味
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。
以
下
分
類
は
「
中
国
詩
詩
語
「
枕
」
用
法
変
遷
論
｜
唐
・
五
代
詩
篇
｜
」（
平
成
二
十
六
中
山
以
下
唐
詩
篇
と
略
記
す
る
）
に
準
じ
た
。
幹
意
身
体
を
左
右
い
ず
れ
か
に
向
け
て
床
に
臥
せ
る
体
勢
、
所
謂
側
臥
。
仰
向
け
・
う
つ
伏
せ
で
は
な
い
。
ま
た
、
睡
眠
状
態
に
は
な
く
、
目
は
覚
め
て
い
る
。
・
感
懐
…
身
体
を
横
た
え
な
が
ら
何
か
を
見
た
り
、
何
か
の
音
を
聞
い
た
り
し
て
、
物
思
い
に
ふ
け
る
様
子
。
寝
な
が
ら
に
何
か
を
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
体
勢
（
身
体
を
横
に
向
け
る
）
を
示
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
「
枕
」
の
語
自
体
に
悲
哀
や
自
適
の
感
情
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
例
「
樹
暗
草
深
人
靜
處
、
簾
枕
臥
看
山
」（
蘇
「
三
月
二
十
九
日
二
首
其
二
」）
な
ど
。
・
悠
緩
…
の
ん
び
り
ご
ろ
ご
ろ
と
横
に
な
る
様
子
。
睡
眠
を
取
る
た
め
に
床
に
就
く
の
で
は
な
く
、
悠
々
緩
々
と
物
臭
さ
や
気
怠
さ
の
た
め
に
寝
転
が
っ
て
い
る
体
勢
を
示
す
。
仰
向
け
な
ど
に
な
り
、
じ
っ
と
寝
入
る
様
子
と
は
区
別
さ
れ
る
。
付
帯
的
に
何
か
を
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
様
子
が
重
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
ご
ろ
ご
ろ
と
横
に
な
っ
て
い
る
情
景
を
表
す
た
め
に
「
枕
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
例
「
公
退
留
賓
誇
酒
美
、
睡
餘
枕
看
山
」（
陽
修
「
留
題
南
樓
二
」）
な
ど
。
・
憂
悶
…
心
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
悶
々
と
寝
付
け
な
い
で
い
る
様
子
。
す
ん
な
り
と
寝
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、
転
反
側
し
て
い
る
様
子
を
示
す
。
こ
ち
ら
も
悠
緩
の
場
合
と
同
じ
く
、
見
る
・
聞
く
情
景
を
伴
う
こ
と
が
あ
る
が
、
思
い
悩
ん
で
睡
寐
で
き
な
い
で
い
る
情
景
が
中
心
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
悲
哀
の
感
情
が
薄
く
て
も
、
見
る
・
聞
く
動
作
が
無
く
思
慮
に
耽
っ
て
い
る
情
景
に
つ
い
て
は
こ
の
憂
悶
に
分
類
し
た
。
例
「
挑
燈
今
夕
意
、
枕
故
園
心
」（
范
成
大
「
次
韻
子
永
夜
雨
」）
な
ど
。
宋
詩
の
用
例
に
つ
い
て
も
、
一
例
一
例
こ
の
分
類
に
当
て
は
め
て
解
釈
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
二
）
そ
の
他
の
特
徴
的
用
法
ま
た
今
回
宋
代
の
用
例
を
見
て
い
く
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
Ａ
、
Ｂ
二
点
の
用
法
に
も
着
目
し
て
い
き
た
い
。
・
用
法
Ａ
…
「
枕
」
と
共
に
「
見
」「
看
」「
聞
」「
聴
」
等
の
感
覚
の
動
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
見
る
」
等
が
「
枕
」
と
連
動
し
た
動
作
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
情
景
的
に
は
感
懐
の
場
面
に
な
る
こ
と
が
多
い
。「
枕
」
し
て
何
か
を
見
て
い
る
場
面
で
あ
っ
て
も
、
語
と
し
て
「
見
」
等
が
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無
い
場
合
は
除
く
。
例
「
睡
餘
枕
看
山
」（
陽
修
「
留
題
南
樓
二
」）
な
ど
。
・
用
法
Ｂ
…
「
枕
」
と
共
に
「
巻
簾
」
等
、
簾
を
巻
く
動
作
が
詠
ま
れ
て
い
る
。「
枕
」
と
「
巻
簾
」
が
対
に
な
っ
て
い
る
か
等
の
位
置
関
係
は
問
わ
な
い
。
例
「
簾
枕
臥
看
山
」（
蘇
「
三
月
二
十
九
日
二
首
其
二
」）
な
ど
。
三
）「
枕
」
作
者
・
用
法
一
覧
『
宋
詩
』
に
よ
る
と
宋
代
の
詩
に
お
け
る
「
枕
」
の
用
例
数
は
全
四
十
二
例
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
宋
詩
で
「
枕
」
の
用
例
の
あ
る
作
者
全
十
一
人
を
、
そ
れ
ぞ
れ
活
躍
し
た
年
代
順
に
並
べ
た
。
表
記
の
仕
方
は
左
の
通
り
。
作
者
名
（
生
存
年
西
暦
出
身
地
）
○
枕
」
用
法
○
出
身
地
に
つ
い
て
は
現
在
の
地
名
も
併
記
し
、
末
尾
の
「
枕
」
用
法
は
先
述
し
た
感
懐
・
悠
緩
・
憂
悶
の
三
分
類
で
示
し
た
。
用
法
Ａ
、
Ｂ
に
つ
い
て
は
作
者
に
一
例
で
も
そ
の
用
法
の
用
例
が
あ
れ
ば
付
し
た
。
ま
た
出
身
地
の
下
に
は
「
枕
」
の
用
例
数
を
丸
数
字
で
表
し
、
情
景
別
の
用
例
数
も
囲
み
内
に
丸
数
字
で
示
し
た
。
生
存
年
と
出
身
地
に
つ
い
て
は
『
中
国
学
芸
大
事
典
』（
大
修
館
書
店
）、『
支
那
人
名
辞
書
』（
吉
川
弘
文
館
）
に
拠
っ
た
。
な
お
殆
ど
の
人
物
は
官
職
の
都
合
等
で
各
地
を
転
々
と
し
、
そ
の
先
々
で
詩
を
詠
ん
で
い
る
た
め
、
出
身
地
に
つ
い
て
は
用
法
に
深
く
関
係
し
て
い
な
い
と
考
え
る
。
一
つ
の
参
考
項
目
と
し
て
捉
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。
ま
た
宋
は
時
代
的
に
西
暦
一
一
二
七
年
を
境
に
北
宋
と
南
宋
に
分
け
ら
れ
る
が
、
今
回
の
作
者
で
は
陸
游
と
范
成
大
の
二
名
の
み
が
南
宋
期
に
入
り
、
そ
れ
以
外
は
北
宋
の
人
で
あ
る
。
王おう
禹うしよう
（
九五四
一〇〇一
済
州
鉅
野
山
東
省
）
③
感
懐
②
・
悠
緩
①
Ａ
おう
陽よう
修しゆう
（
一〇〇七
一〇七二
吉
州
廬
陵
江
西
省
）
②
感
懐
②
Ａ
蘇そ
舜しゆん
欽きん
（
一〇〇八
一〇四八
梓
州
銅
山
四
川
省
）
①
感
懐
①
Ａ
王おう
安あん
石せき
（
一〇一九
一〇八六
撫
州
臨
川
江
西
省
）
②
悠
緩
①
・
憂
悶
①
蘇そしよく
（
一〇三六
一一〇一
眉
山
四
川
省
）
⑥
感
懐
④
・
悠
緩
①
・
憂
悶
①
Ａ
・
Ｂ
蘇そ
轍てつ
（
一〇三九
一一一二
眉
山
四
川
省
）
①
感
懐
①
鄧とう
忠ちゆう
臣しん
（
一〇七〇頃
湘
陰
）
①
憂
悶
①
Ｂ
晁ちよう補ほ
之し
（
一〇五三
一一一〇
済
州
鉅
野
山
東
省
）
①
憂
悶
①
賀か
鑄ちゆう
（
一〇六三
一一二〇
衛
州
河
南
省
）
③
憂
悶
③
Ａ
・
Ｂ
陸りく
游ゆう
（
一一二五
一二〇九
越
州
山
陰
紹
興
）
感
懐
⑧
・
悠
緩
①
・
憂
悶
⑥
Ａ
范はん
成せい
大だい
（
一一二六
一一九三
呉
郡
江
蘇
省
）
⑦
感
懐
④
・
悠
緩
①
・
憂
悶
②
Ａ
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こ
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
宋
代
を
通
し
て
感
懐
と
憂
悶
の
用
法
が
多
く
、
の
ん
び
り
と
し
た
悠
緩
の
用
例
が
少
な
い
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
特
に
時
期
ご
と
に
お
い
て
の
流
行
の
変
化
な
ど
は
無
か
っ
た
様
で
あ
る
。
た
だ
殆
ど
の
作
者
が
「
見
」「
聞
」
等
の
感
覚
動
詞
を
伴
う
Ａ
の
用
法
を
使
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
宋
代
の
流
行
と
し
て
は
「
見
る
」「
聞
く
」
動
作
を
伴
う
感
懐
の
用
法
が
や
や
優
勢
と
捉
え
ら
れ
る
。
ま
た
南
宋
期
の
陸
游
（
十
五
例
）
と
范
成
大
（
八
例
）
が
そ
れ
ぞ
れ
多
く
用
例
を
残
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
『
宋
詩
』
検
索
で
は
挙
が
ら
な
か
っ
た
が
、
南
宋
期
に
「
枕
」
を
詠
ん
だ
詩
人
が
他
に
も
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
四
）
用
例
詳
解
で
は
作
者
ご
と
に
用
例
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。
用
法
Ａ
、
Ｂ
に
つ
い
て
は
作
者
ご
と
、
感
懐
な
ど
の
情
景
分
類
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
た
詩
ご
と
に
付
記
し
た
。
作
者
名
下
の
表
記
は
前
項
の
作
者
・
用
法
一
覧
に
従
う
。
ま
た
、
詩
文
等
の
掲
出
方
法
に
つ
い
て
は
三
章
調
査
方
法
・
凡
例
を
参
照
さ
れ
た
い
。
・
王
禹
（
九五四
一〇〇一）
③
感
懐
②
・
悠
緩
①
Ａ
庶
子
泉
感
懐
物
形
固
天
造
物
景
不
自
勝
泉
乎
未
遇
人
石
徒
流
迸
宮
相
政
多
暇
行
巖
發
蒙
漲
為
溪
幽
致
茲
焉
盛
唐
賢
大
後
壁
刻
名
姓
我
來
一
何
暮
今
秋
始
乘
興
山
勢
環
有
缺
山
門
壺
引
柄
清
姿
頗
幽
閑
性
味
將
春
茗
宜
光
與
曉
嵐
架
竹
落
僧
架
竹
僧
に
落
ち
遠
聲
入
清
遠
声
＊せい清けい
に
入
る
何
當
宿
禪
室
何
ぞ
禅
室
に
宿
す
べ
し
枕
終
夜
枕
を
て
て
終
夜
聴
く
飲
多
病
骨
換
照
久
塵
襟
向
銷
盡
謫
居
愁
無
心
治
艇
＊
清
寺
院
で
、
僧
を
呼
び
集
め
る
時
に
使
っ
た
楽
器
。
宋
代
の
詩
に
お
け
る
「
枕
」
の
用
例
と
し
て
最
も
早
い
の
が
こ
の
王
禹
の
詩
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
架
竹
」
の
落
ち
る
音
を
「
枕
」
し
な
が
ら
「
聴
」
い
て
い
る
場
面
で
あ
り
、「
枕
」
と
「
聴
」
が
共
に
用
い
ら
れ
て
い
る
点
（
用
法
Ａ
）
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
・
陽
修
（
一〇〇七
一〇七二）
②
感
懐
②
Ａ
留
題
南
樓
二
（
之
二
）
感
懐
情
景
時
期
感
懐
悠
緩
憂
悶
計
北
宋
期
（
王
禹
〜
賀
鑄
）
10
３
７
20
南
宋
期
（
陸
游
・
范
成
大
）
12
２
８
22
計
22
５
15
42
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翁
到
處
不
曾
醒
酔
翁
処
に
到
り
て
曾
て
醒
め
ず
問
向
青
州
作
生
問
ふ
青
州
に
向
か
ふ
に
作＊そ
も
生さん
公
退
留
賓
誇
酒
美
公
退
き
て
賓
を
留
め
誇
る
に
酒
美むま
し
睡
餘
枕
看
山
＊すい睡
よ余
枕
を
て
山
横
を
看
る
＊
作
生
い
か
が
。
疑
問
の
意
を
表
す
。
＊
睡
余
眠
り
か
ら
覚
め
た
後
。
ね
お
き
。
陽
修
は
唐
宋
八
家
に
数
え
ら
れ
、
北
宋
中
期
の
文
壇
の
領
袖
と
も
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
彼
は
二
首
の
詩
に
お
い
て
「
枕
」
を
用
い
て
い
る
が
、
そ
の
門
下
生
で
あ
る
蘇
、
蘇
轍
、
王
安
石
や
、
交
流
の
あ
っ
た
蘇
舜
欽
も
そ
れ
ぞ
れ
「
枕
」
の
用
例
を
残
し
て
お
り
、
彼
の
周
囲
で
「
枕
」
が
詩
語
と
し
て
広
ま
っ
て
い
た
様
で
あ
る
。
但
し
そ
れ
ぞ
れ
の
「
枕
」
の
用
法
に
つ
い
て
は
統
一
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
こ
の
詩
で
は
、
寝
起
き
で
ぼ
ん
や
り
し
な
が
ら
「
枕
」
し
て
山
を
「
看
」
て
い
る
情
景
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
「
枕
」
と
「
看
」
と
い
う
感
覚
の
動
作
が
関
わ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
（
用
法
Ａ
）。
陽
修
の
も
う
一
首
の
用
例
で
も
「
開
軒
見
遠
岫
、
枕
送
雲
」
の
様
に
「
枕
」
と
「
見
」
が
一
緒
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
枕
」
は
「
横
に
な
り
な
が
ら
何
か
景
色
を
見
る
」
言
葉
と
し
て
意
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
・
蘇
（
一〇三六
一一〇一）
⑥
感
懐
④
・
悠
緩
①
・
憂
悶
①
Ａ
・
Ｂ
三
月
二
十
九
日
二
首
其
二
感
懐
門
外
橘
花
猶
的
門
外
の
橘
花
猶
ほ
的＊てきれき
と
し
牆
頭
子
已
斑
牆
頭
の
れい
子し
已
に
斑
＊らんはん
樹
暗
草
深
人
靜
處
樹
暗
く
草
深
く
人
静
か
な
る
処
簾
枕
臥
看
山
簾
を
巻
き
て
枕
を
て
て
臥
し
山
を
看
る
＊
的
白
く
鮮
や
か
な
さ
ま
。
＊
斑
様
々
な
色
が
混
ざ
り
合
っ
て
美
し
い
さ
ま
。
無
題
感
懐
簾
穿
不
簾
を
巻
き
て
窓
を
あ穿
け
戸
とざ
さ
ず
𨻶
塵
風
葉
任
塵
風
葉
縦
横
な
る
に
任
す
幽
人
睡
足
誰
呼
覺
幽
人
＊ゆうじん
睡
り
足
る
も
誰
か
呼
び
覚
ま
さ
ん
枕
床
前
有
月
明
枕
を
て
る
に
床
前
に
月
明
有
り
＊
幽
人
人
里
離
れ
て
静
に
暮
ら
す
人
。
蘇
は
蘇
東
坡
と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
代
表
作
「
赤
壁
賦
」
な
ど
で
日
本
に
お
い
て
も
広
く
知
ら
れ
た
詩
人
で
あ
る
。
残
し
た
詩
作
数
が
多
い
（『
宋
詩
』
検
索
で
二
八
一
四
首
）
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
六
首
も
の
詩
で
「
枕
」
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
弟
の
蘇
轍
や
師
の
陽
修
も
詩
で
「
枕
」
を
詠
ん
で
い
る
。
蘇
の
「
枕
」
の
用
法
は
、
師
の
陽
修
と
異
な
り
「
見
」・「
聞
」
と
い
っ
た
感
覚
の
動
詞
を
殆
ど
伴
わ
な
い
特
徴
が
あ
る
（
六
例
中
、
引
用
し
た
「
三
月
二
十
九
日
二
首
其
二
」
中
の
「
簾
枕
臥
看
山
」
が
唯
一
の
例
外
）。
た
だ
動
詞
は
無
く
て
も
、
情
景
と
し
て
は
右
の
「
枕
床
前
有
月
明
」（
無
題
）
の
例
の
様
に
、「
枕
」
し
な
が
ら
景
色
や
物
を
見
て
い
る
用
法
が
殆
ど
を
占
め
る
。
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ま
た
特
筆
す
べ
き
点
と
し
て
、
今
回
挙
げ
た
二
首
の
様
に
「
枕
」
と
「
簾
を
巻
く
（
簾
・
簾
）」
動
作
を
共
に
詠
む
用
法
（
用
法
Ｂ
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
・
賀
鑄
（
一〇六三
一一二〇）
③
憂
悶
③
Ａ
・
Ｂ
冠
氏
縣
齋
書
事
寄
陽
朋
遊
憂
悶
小
閣
香
麝
煎
濃
小
閣
に
香
麝
を
焼た
き
煎
ず
る
に
濃
し
翠
苔
庭
院
綠
陰
風
翠
苔
庭
院
緑
陰
＊りよくいんの
風
簾
燕
自
雙
飛
去
簾
を
巻
く
に
燕
自
づ
か
ら
双なら
び
飛
び
去
り
枕
人
方
半
夢
中
枕
を
て
る
に
人
まさ方
に
半
ば
夢
の
中
秋
鬢
先
於
縣
令
秋
鬢
県＊
令
に
懐
く
に
先
ん
じ
春
愁
多
似
義
城
公
春
愁
多
く
義
城
公
に
似
る
西
園
酒
伴
無
消
息
西
園
酒
を
伴
い
て
消
息
無
く
欲
寄
魚
箋
水
自
東
魚
箋
＊ぎよせん
を
寄
せ
水
自
づ
か
ら
東
せ
ん
と
欲
す
＊
緑
陰
こ
か
げ
。
＊
県
令
県
の
長
官
。
＊
魚
箋
紙
の
名
前
。
ま
た
、
書
信
の
こ
と
。
北
宋
期
の
詩
と
し
て
は
最
後
（
西
暦
一
一
二
七
年
南
遷
し
て
南
宋
と
な
る
）
の
「
枕
」
の
用
例
を
残
し
て
い
る
の
が
こ
の
賀
鑄
で
あ
る
。
主
に
詞﹅
を
得
意
と
し
た
人
物
と
さ
れ
る
。
右
の
詩
で
は
、
先
述
の
蘇
の
用
例
の
様
に
「
簾
を
巻
く
（
簾
）」
表
現
を
「
枕
」
の
対
に
し
て
い
る
点
（
用
法
Ｂ
）
が
注
目
さ
れ
る
。
・
陸
游
（
一一二五
一二〇九）
感
懐
⑧
・
悠
緩
①
・
憂
悶
⑥
Ａ
雪
後
尋
梅
偶
得
句
十
首
〜
又
悠
緩
雙
鵲
飛
來
噪
午
晴
双
鵲
飛
び
来
た
り
て
午
晴
に
噪な
き
一
枝
梅
影
向
一
枝
梅
の
影
窓
横
に
向
か
ふ
幽
人
宿
閑
枕
幽
人
＊しゆくすい
宿
酔
に
閑
か
に
枕
を
て
不
待
聞
香
已
解
香
を
聞
く
を
待
た
ず
し
て
已
に
解＊かいてい
＊
宿
酔
二
日
酔
い
。
＊
解
二
日
酔
い
を
覚
ま
す
こ
と
。
幽
思
感
懐
雲
際
茅
茨
一
兩
間
雲
際
茅
茨
一
両
の
間
春
來
幽
春
日
相
關
春
来
た
り
て
幽かす
か
な
る
春
日
に
相
関とざ
す
臨
靜
試
下
巖
硯
窓
に
臨
み
て
静
か
に
試
す
下
巖
の
硯
枕
臥
看
靈
壁
山
枕
を
て
臥
し
て
看
る
霊
壁
の
山
紅
練
帶
飛
俱
意
得
錦
籠
煖
尚
香
慳
今
朝
社
過
添
高
棟
巢
空
燕
未
還
題
韓
運
鹽
竹
堂
句
三
首
〜
又
感
懐
靜
處
知
君
解
策
勳
静
処
君
を
知
る
解
策
の
勲
爐
香
起
微
雲
炉
香
でうでう
と
し
て
微
雲
起
こ
る
岸
巾
不
往
尋
青
士
岸
巾
＊がんきん
し
青
士
を
尋
ね
往
か
ず
枕
還
應
對
墨
君
枕
を
て
還
り
て
応
＊にぼく墨くん君
に
対
す
＊
岸
巾
頭
巾
を
脱
い
で
額
を
露
わ
に
す
る
こ
と
。
＊
墨
君
墨
絵
に
描
か
れ
た
竹
。
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陸
游
は
詩
に
長
じ
、
南
宋
四
大
家
に
数
え
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
残
し
た
詩
作
も
非
常
に
多
く
（『
宋
詩
』
検
索
で
九
一
六
四
首
）、「
枕
」
の
用
例
数
に
つ
い
て
も
十
五
例
と
今
回
調
査
し
た
中
で
最
も
多
い
。
ま
た
同
じ
く
南
宋
四
大
家
と
称
さ
れ
交
流
の
あ
っ
た
范
成
大
も
「
枕
」
の
用
例
を
多
く
残
し
て
い
る
。
枕
」
の
用
法
と
し
て
は
、
数
が
十
五
例
も
あ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
一
貫
せ
ず
、
様
々
に
用
い
て
い
る
。
一
例
目
の
「
幽
人
宿
閑
枕
」
の
様
に
酔
っ
て
く
だ
け
た
体
勢
で
寝
転
が
る
悠
緩
の
情
景
を
詠
ん
だ
り
、
二
例
目
「
枕
臥
看
靈
壁
山
」
の
様
に
「
看
」
を
伴
っ
て
横
に
な
っ
て
山
を
眺
め
る
情
景
を
表
し
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
情
況
に
合
わ
せ
て
「
枕
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
一
つ
陸
游
の
「
枕
」
の
共
通
点
と
し
て
は
、
一
例
目
の
「
梅
影
」、
二
例
目
の
「
靈
壁
山
」、
三
例
目
「
墨
君
」
の
様
に
、「
看
」
と
い
っ
た
動
詞
の
有
無
を
問
わ
ず
、
臥
せ
な
が
ら
「
見
る
」
又
は
注
意
を
向
け
る
対
象
が
同
時
に
詠
ま
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
・
范
成
大
（
一一二六
一一九三）
⑦
感
懐
④
・
悠
緩
①
・
憂
悶
②
Ａ
次
韻
子
永
夜
雨
憂
悶
作
長
愁
客
作
＊べんさく
す
長
愁
の
客たび
工
苦
雨
吟
工
み
に
うた
ふ
苦
雨
な
が
め
の
吟
挑
燈
今
夕
意
灯
を
挑かか
げ
て
今
夕
の
意
枕
故
園
心
枕
を
て
る
＊こ故えん園
の
心
漏
屋
疏
疏
滴
漏
屋
疏
疏
と
し
て
滴
り
空
檐
細
細
斟
空
檐
に
細
細
と
斟く
む
相
過
巷
南
北
巷
南
北
に
相
過
ぐ
る
に
泥
深
＊げき歯し
泥
の
深
き
を
おそ
る
＊
作
旅
支
度
を
す
る
こ
と
。
＊
故
園
ふ
る
さ
と
。
＊
下
駄
の
歯
。
枕
上
聞
蒲
餅
焦
感
懐
曉
寒
燕
雀
噤
春
陰
暁
寒
く
燕
雀
春
陰
に
噤
み
珍
重
清
度
好
音
珍
重
な
る
清＊せいくわう
度
に
よ好
き
音
色
熹
微
枕
窓
色
＊き熹
び微
に
し
て
枕
を
て
て
聴
く
夢
成
舟
竹
溪
深
夢
成
り
て
舟
を
す
に
竹
渓
深
し
＊
清
は
笛
の
舌
。
＊
熹
微
日
の
光
が
か
す
か
な
こ
と
。
夕
暮
れ
の
色
。
范
成
大
も
ま
た
陸
游
ら
と
共
に
南
宋
四
大
家
に
数
え
ら
れ
た
人
物
で
あ
り
、
詩
を
よ
く
し
た
。「
枕
」
の
用
例
も
陸
游
に
次
い
で
多
く
、
七
例
残
し
て
い
る
。（
范
成
大
の
詩
作
数
は
『
宋
詩
』
検
索
で
一
四
七
一
首
）
枕
」
の
用
法
の
特
徴
と
し
て
は
ま
ず
一
点
、
引
用
し
た
「
色
熹
微
枕
」（
枕
上
聞
蒲
餅
焦
）
の
様
に
、「
枕
」
と
感
覚
動
詞
「
聴
」
を
結
び
付
け
て
い
る
点
（
用
法
Ａ
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
范
成
大
の
「
枕
」
の
用
例
七
首
の
内
、
四
例
が
「
聴
」
を
伴
っ
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
「
枕
」
と
「
聴
」
の
関
係
を
強
く
意
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
同
じ
感
覚
の
動
作
で
も
「
見
」
や
「
聞
」
を
共
に
用
い
た
用
例
は
無
く
、
特
に
「
聴
」
に
限
定
し
て
い
た
様
で
あ
る
。
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ま
た
も
う
一
つ
の
用
法
と
し
て
、「
枕
故
園
心
」（
次
韻
子
永
夜
雨
）
の
様
に
「
枕
」
し
て
物
思
い
に
耽
る
情
景
に
用
い
た
も
の
も
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
特
に
何
か
を
「
聴
」
く
な
ど
の
動
作
は
無
く
、
悶
々
と
思
い
を
巡
ら
す
憂
悶
の
様
子
と
し
て
「
枕
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
五
ま
と
め
一
）
情
景
・
用
法
宋
代
の
詩
に
お
け
る
「
枕
」
を
見
て
き
た
が
、
詠
ま
れ
る
情
景
に
つ
い
て
は
感
懐
と
憂
悶
の
用
例
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、
の
ん
び
り
横
に
な
る
悠
緩
の
例
は
余
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
白
居
易
と
元
と
い
ず
れ
が
早
く
枕
の
二
字
を
用
い
た
か
は
、
詳
ら
か
で
な
い
が
、
両
人
の
使
用
例
に
は
差
異
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
元
は
眠
れ
ぬ
夜
の
転
反
側
を
枕
で
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
五
代
か
ら
宋
へ
と
、
と
く
に
、
詞
の
分
野
で
は
元
と
同
じ
方
向
【
引
用
者
註：
憂
悶
の
方
向
】
に
用
い
た
場
合
が
多
い
が
、
右
は
詞﹅
に
つ
い
て
の
岩
城
氏
の
指
摘
で
あ
る
が
、
こ
の
憂
悶
の
方
向
に
用
い
た
場
合
が
多
い
、
と
言
う
の
は
、
宋
詩
の
分
野
に
お
い
て
も
半
ば
当
て
は
ま
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
た
だ
、
宋
詩
に
お
い
て
は
何
か
を
「
見
る
」
な
ど
の
た
め
に
「
枕
」
す
る
感
懐
の
用
法
も
多
い
こ
と
に
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
そ
の
感
懐
の
用
法
に
も
関
わ
る
が
、
宋
詩
に
お
い
て
は
「
枕
」
と
共
に
「
見
」「
聞
」
と
い
っ
た
感
覚
の
動
詞
を
伴
っ
た
用
法
（
用
法
Ａ
）
が
多
く
見
ら
れ
た
点
に
つ
い
て
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
「
見
」「
聞
」
な
ど
の
動
詞
を
伴
う
用
法
は
、
中
唐
期
に
お
け
る
「
枕
」
の
初
期
の
用
例
に
多
か
っ
た
が
、
そ
の
後
の
唐
末
、
五
代
十
国
期
の
用
例
で
は
殆
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
（
唐
詩
篇
｜
五
）。
よ
っ
て
恐
ら
く
宋
代
の
詩
作
者
た
ち
は
、「
見
」
等
を
伴
う
中
唐
期
の
「
枕
」
の
用
例
を
参
考
に
し
、
そ
れ
に
倣
っ
て
「
枕
」
を
詩
に
詠
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
加
え
て
、
今
回
の
調
査
で
も
複
数
見
ら
れ
た
「
簾
を
巻
く
」
動
作
を
伴
っ
た
用
法
（
用
法
Ｂ
）
も
、
中
唐
期
の
白
居
易
に
始
ま
る
も
の
で
あ
り
、
宋
詩
の
「
枕
」
の
用
法
は
唐
詩
、
と
り
わ
け
中
唐
期
の
詩
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。二）「
枕
」
詩
人
グ
ル
ー
プ
今
回
調
査
し
た
詩
作
者
に
つ
い
て
、『
中
国
学
芸
大
事
典
』
の
解
説
な
ど
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
交
流
関
係
ご
と
に
次
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
分
け
が
で
き
た
。陽
修
グ
ル
ー
プ
）
陽
修
、
蘇
舜
欽
、
蘇
、
蘇
轍
、
王
安
石
、
晁
補
之
陸
游
グ
ル
ー
プ
）
陸
游
、
范
成
大
関
連
無
し
）
王
禹
、
鄧
忠
臣
、
賀
鑄
こ
の
様
に
、
王
禹
、
鄧
忠
臣
、
賀
鑄
の
三
名
を
除
い
て
、「
枕
」
を
用
い
た
作
者
た
ち
に
は
い
ず
れ
も
結
び
付
き
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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こ
う
い
っ
た
親
交
関
係
を
元
に
し
て
、「
枕
」
の
よ
う
な
詩
語
も
人
か
ら
人
へ
と
広
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
以
上
、
本
稿
で
は
、
唐
代
に
お
け
る
「
枕
」
の
意
味
用
法
の
変
遷
を
調
査
し
た
唐
詩
篇
（
平
成
二
十
六
中
山
）
の
姉
妹
編
と
し
て
、
特
に
宋
代
の
詩
に
お
け
る
意
味
用
法
を
検
討
し
た
。
唐
代
、
と
り
わ
け
中
唐
期
の
用
法
を
多
く
引
き
継
ぎ
、
そ
の
影
響
の
下
変
遷
し
た
宋
詩
の
「
枕
」
の
特
徴
を
あ
る
程
度
明
ら
か
に
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
更
に
続
篇
と
し
て
の
宋
詞﹅
篇
の
調
査
は
既
に
終
え
て
い
る
の
で
、
別
稿
で
の
報
告
を
期
し
た
い
。
【
参
考
文
献
】
こ
こ
で
は
本
稿
に
直
接
関
わ
る
文
献
の
み
掲
載
し
た
。「
枕
」「
枕
を
そ
ば
だ
つ
」
各
々
に
関
連
す
る
文
献
に
つ
い
て
は
、
安
部
・
中
山
（
平
成
二
十
五
）
の
参
考
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。
《
辞
書
・
資
料
・
索
引
関
係
》
『
新
釈
漢
文
大
系
白
氏
文
集
』
昭
和
六
十
三
年
明
治
書
院
近
藤
春
雄
『
中
国
学
芸
大
事
典
』
昭
和
五
十
三
年
大
修
館
書
店
難
波
常
雄
『
支
那
人
名
辞
書
』
明
治
四
十
五
年
吉
川
弘
文
館
『
宋
詩
』h
ttp
: //cls.h
s.y
zu
.ed
u
.tw
/Q
S
S
/h
o
m
e.h
tm
元
智
大
學
、
北
京
大
學
計
算
機
語
言
學
研
究
所
《
論
文
・
研
究
書
》（
著
者
五
十
音
順
）
安
部
清
哉
・
中
山
大
輔
「
唐
詩
詩
語
「
枕
」
の
漢
文
訓
読
語
と
し
て
の
「
枕
を
そ
ば
だ
て
て
（
聞
く
）」（
側
臥
）」『
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
59
平
成
二
十
五
年
岩
城
秀
夫
「
遺
愛
寺
の
鐘
は
枕
を
て
て
聴
く
」『
国
語
教
育
研
究
』
第
八
号
昭
和
三
十
八
年
埋
田
重
夫
「「
遺
愛
寺
鐘
枕
聴
」
考
」『
中
國
文
學
研
究
』
十
四
期
昭
和
六
十
三
年
早
稻
田
大
學
中
國
文
學
會
中
山
大
輔
「
中
国
詩
詩
語
「
枕
」（
枕
を
そ
ば
だ
つ
）
用
法
変
遷
論
｜
唐
・
五
代
詩
篇
｜
」『
人
文
』
12
平
成
二
十
六
年
三
月
学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所
【
付
記
】
本
稿
は
安
部
清
哉
・
中
山
大
輔
「
唐
詩
詩
語
「
枕
」
の
漢
文
訓
読
語
と
し
て
の
「
枕
を
そ
ば
だ
て
て
（
聞
く
）」（
側
臥
）」（
平
成
二
十
五
年
）、
お
よ
び
中
山
大
輔
「
中
国
詩
詩
語
「
枕
」（
枕
を
そ
ば
だ
つ
）
用
法
変
遷
論
｜
唐
・
五
代
詩
篇
｜
」（
平
成
二
十
六
年
）
の
続
篇
と
し
て
、
中
国
宋
代
の
詩
に
お
い
て
の
「
枕
」
の
用
法
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
詩
語
「
枕
」（
枕
を
そ
ば
だ
つ
）
の
調
査
を
始
め
た
そ
も
そ
も
の
切
っ
掛
け
に
は
中
山
の
卒
業
論
文
（
学
習
院
大
学
）
が
あ
る
の
だ
が
、
安
部
清
哉
先
生
に
は
そ
の
卒
論
指
導
以
降
、
多
く
ご
助
言
、
ご
指
導
を
戴
い
て
き
た
。
本
稿
も
ま
た
、
続
篇
を
、
と
の
安
部
先
生
の
ご
勧
奨
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
本
稿
で
は
「
今
回
は
自
身
の
文
体
で
」
と
の
先
生
の
ご
意
向
・
ご
高
配
か
ら
、
筆
を
お
加
え
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
安
部
清
哉
先
生
、
並
び
に
稿
の
提
出
に
際
し
ご
協
力
戴
い
た
学
会
事
務
の
田
中
仁
様
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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